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無意識生体計測＆検査によるヘルスケアシステムの開発～ヘルスケアクラスターの構築を目指して～

地域イノベーション戦略

　高齢化社会による医療費負担の急増、また高度ストレス社会による心の病の増加など、我が国の国民的課題が顕在
化する時代背景にあって、今後は国民一人ひとりが自分の健康に責任を持ち、積極的な健康管理を行い快適な健康長寿
生活を送ることが望まれている。このような時代背景を踏まえ、当地域では“心と体の健康を守るヘルスケアシステム
の開発”を通してイノベーションを継続的に創出し、ヘルスケアクラスターを構築することを目指して「無意識生体計測
＆検査によるヘルスケアシステムの開発」に取り組んでいる。

事業の内容

1. 地域イノベーション戦略の中核を担う研究者の集積（実施機関：奈良先端科学技術大学院大学ほか6大学）
　　戦略構想実現には、当地域で不足する技術シーズを保有する研究者
　を域外大学・研究機関や域内外企業から7大学に8名を招へいして、
　次の3つのテーマについて研究開発の加速を図っている。
　　①SoC（System on a Chip）応用生体計測センサ研究
　　②無意識生体計測＆検査機器研究
　　③非血液バイオマーカー探索と評価・検査研究
　　特に地域構想の中心となる無意識生体計測機器やシステムの研究開
　発において国内の第一人者といわれる研究者を当地に招へいすること
　で研究開発はもちろん、研究者の人材育成や地域ポテンシャルの底上
　げにも貢献している。

2. 地域イノベーション戦略実現のための人材育成プログラムの開発及び実施（実施機関：奈良女子大学）
　　奈良女子大学が独立行政法人科学技術振興機構（ＪＳＴ）からの支援を得て、これまで取り組んできた“まほろば・
　けいはんな科学ネットワーク”を継承し、ヘルスケア分野における将来の日本社会を担うエンジニアの卵を育てる新
　たな人材育成プログラムの実施に向けて、プログラム開発等に取り組んでいる。　　
3. 大学等の知のネットワークの構築（実施機関：関西文化学術研究都市推進機構）
　　戦略構想の実現に向けてプロジェクトディレクター及び地域連携コーディネータを配置し、大学・研究機関の保有
　シーズと企業ニーズのマッチングを図るため、次の事業を実施している。
　　・知のネットワーク構築推進会議など学識経験者等による委員会の設置、運営
　　・学研都市内外の関係機関や大学のリエゾン組織との協力による産学官連携の推進
　　・キックオフフォーラムの開催など研究開発成果の普及活動等

4. 地域の大学等研究機関での研究設備・機器等の共用化（実施機関：同志社大学）
　　同志社大学において研究用にfMRI（磁気共鳴映像法）が設置されているが、ヒューマンヘルスケアに対する様々  
　な生体情報の検証実験等に極めて有用な設備であることから、けいはんな学研都市ヘルスケア開発地域における企
　業・大学等研究機関での研究設備として開放している。今後も利用説明会の実施等により設備の共用化を進める。

ライフサイエンス
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けいはんな学研都市ヘルスケア開発地域
総合調整機関
公益財団法人　関西文化学術研究都市推進機構
〒６１９-０２３７　
京都府相楽郡精華町光台１丁目７
けいはんなプラザ　ラボ棟３階
TEL０７７４-９５-５０４７

参画機関（太字はプログラム実施機関）
産…関西経済連合会
学…奈良先端科学技術大学院大学、奈良女子大学、大阪大学、京都府立医科大学、
　　奈良県立医科大学、同志社大学、大阪電気通信大学、産業技術総合研究所関西センター
官…京都府、大阪府、奈良県
金…南都銀行、京都銀行、関西文化学術研究都市推進機構
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　世界的に広がる高齢社会の進展に伴い、生活習慣病の患者や寝たきり

高齢者が増加していく。これらを予防し、健康寿命を延ばすこと、高齢者

のQoL（Quality of Life）を向上させることが、医療・介護費の抑制のみ

ならず、人々の幸せのために重要なテーマである。我々は、「この地域に住

めば健康長寿で幸せになれる」を合言葉に、ヘルスケアシステムの研究開

発・事業化に取り組んでいる。

略歴：1983年京大工卒。同年三洋
電機入社。知能ロボット、ヘルスケア
等の研究・事業開発に従事。ロボット
PJ　BUリーダー、メカトロシステム
研究部長等を歴任。博士（工学）。

プロジェクトディレクター

寺 崎 　 肇

有機エレクトロニクス産業の基盤技術を核とする広域的な地域イノベーション創出

地域イノベーション戦略

　有機エレクトロニクス産業を、グリーンイノベーションの中核的な産業と位置付け、地域に集積している半導体関連

企業群からの参入と関連企業の誘致を促進し、半導体産業、自動車産業に次ぐ地域の次世代リーディング産業として育

成するために、持続的・発展的なイノベーションをグローバルな競争場の中で創出する。さらに、「地域イノベーション

戦略支援プログラム」を、くまもと有機エレクトロニクス連携エリアを実効的なオープンイノベーションの場として機能

させるためのソフト・ヒューマン面からの支援施策として、最重点事業に位置づける。

事業の内容

1. 地域イノベーション戦略の中核を担う研究者の集積（実施機関：熊本大学、崇城大学、九州大学）
　　招へい研究員6名が3大学に集積し、有機エレクトロニクス分野の封止･光学・薄膜･電極材料等の材料･プロセス
　技術の研究開発を加速させるとともに、先々、地域における事業化推進のキーマンとする。

2. 地域イノベーション戦略実現のための人材育成プログラムの開発及び実施（実施機関：くまもとテクノ産業財団）
　　人材コーディネータを配置し、地域企業に必要な人材要件を具体化し、経営戦略との整合性を重視した組織的・体
　系的・継続的な人材育成事業を実施し、地域における自律的な人材育成システムを構築する。

3. 大学等の知のネットワークの構築（実施機関：くまもとテクノ産業財団））
　　地域連携コーディネータ2名を配置し、地域内外のコミュニケーションを促進し（産産連携）、“知”の移転加速と
　知財の蓄積を支援する（産学連携）。

4. 地域の大学等研究機関での研究設備・機器等の共用化（実施機関：熊本大学、崇城大学
　　オープンイノベーション拠点としての機能を強化すべく、大学等に設置されている最新施設・高度な研究設備の地
　域企業等への共用化の体制強化と技術支援スタッフの整備を図り、地域企業の多様なニーズに応える。
 

環　境
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くまもと有機エレクトロニクス連携エリア
総合調整機関
財団法人　くまもとテクノ産業財団
〒８６２-０９０１　
熊本県熊本市東区東町３丁目１１―３８
TEL０９６-３６８-７４４４

参画機関（太字はプログラム実施機関）
産…（一社）熊本県工業連合会、（株）イー・エル・テクノ、（株）オジックテクノロジーズ、
　 （株）熊防メタル　他
学…熊本大学、崇城大学、九州大学
官…熊本県、（財）くまもとテクノ産業財団、（財）九州先端科学技術研究所
金…日本政策金融公庫、（株）肥後銀行、（株）熊本ファミリー銀行
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　大手半導体メーカー、大手半導体製造装置メーカーでのキャリアと熊

本県産業技術センター所長としての地域企業とのネットワークを活かし、

地域の半導体関連企業の有機エレクトロニクス産業への参入や、有機系

太陽電池メーカーなどの誘致を促進し、有機エレクトロニクス産業を半

導体、自動車産業に次ぐ地域の次世代リーディング産業として育成する。

略歴：（株）東芝首席技監、アプライ
ドマテリアルジャパン（株）技師長、
熊本県産業技術センター所長等を歴
任し、現在、熊本県産業技術顧問
（有機薄膜担当）。

プロジェクトディレクター

柏 木 　 正 弘
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有機エレクトロニクス産業を次世代リーディング産業に育成
～広域な地域連携体制への変革～

有機エレクトロニクス産業の周辺
材料･製造評価装置技術に焦点

研究者の集積や大学の研究機器等
の共用化により、研究開発を加速

知の移転加速と知財の蓄積など
連携を強化

実用化・事業化に即する人材育成

・

・

・

・

有機エレクトロニクス関連
　経済効果：873億円
　雇用効果：1，492人

広域的な研究者・技術者の
コミュニティ構築

・

・

半導体関連
150社集積

有機エレクトロニクス
産業へ50社参入

材料・周辺技術の基礎 材料・周辺技術の装置への応用 材料・周辺技術の拡大展開

「学」の研究開発の加速 産産、産学連携での産業へのチャレンジ

リーディング企業の参入促進
（人材育成：技術力･マーケティング力強化等）

地域イノベーション推進拠点の確立
（自立した地域の有機エレクトロニクス拠点）
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無意識生体計測＆検査
（病院外で生体情報をモニタリング）

センサを機材やウエアに組み込み計測

屋外でも屋内でも

ベット型

運動
機器型

便器型

椅子型

浴槽型
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ウェア
型

ウェア
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各種センサユニット（心拍数、運動量、血圧、体温ほか）

人に優しい、安価で簡便な検査

■尿や唾液を用いたバイオマーカー検査 ■超音波を用いた
　骨密度計測
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クラウド
コンピューティング

複数生体
情報の

トレンド分析

健康状態の
把握

疾病の早期発見
将来予測

生活習慣の
把握と改善

健康サービス
にも活用


